
2022年の活動

カンボジア
コミュニティで子どもの健康を守る
土台作りに向けて

東ティモール
コロナ禍の影響を取り除き
僻地でも住民に母子保健サービスを

日本
地域で支える保健医療従事者
医療通訳者や保健ボランティアと共に
妊産婦や母と子の健康をまもる
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2022 年度年次報告書に寄せて

皆さん、お元気でしょうか。
3年続いたコロナの流行は、やっと終息の方向に進んでいます。新型コロナウイルスの感染法上の分
類が、2023年 5月 8日から季節性インフルエンザと同じ「5類」に引き下げられ、隔離等の政策がと
られなくなり、様々な面での行動制限が解除されていく予定です。ただし、新型コロナウイルスの感染
自体が減少するわけではなく同じように感染します。重症化率が減少していますが、高齢者や種々の疾
患を持っている方の重症化率は、変わらないので、ワクチン接種などの措置を取ることが大事になりま
す。
2022 年から実施しているシェア 40周年記念事業の 8つの企画は順調に実施されています。8月の
在日外国人事業クラウドファンディングでは、414 名と多くの皆さまに支えられ、最初の目標額であ
る 400万円から第 2目標である 500万円を突破しました。支援者の話を聞き、40周年を一緒に迎え
ようという「うさぎのみみ」企画では、カンボジア、東ティモール、在日外国人事業のスタッフらとの
ざっくばらんなトークを行いました。ホットジェネレーションのミュージカルも2月に実施されました。
シェア設立後、初めて経験したエチオピアの飢餓被災民援助を題材とした演題が実施され、いつもより
たくさんの募金をいただきました。また、在日外国人をテーマに、難民問題、医療制度、女性の健康に
関しての勉強会を実施しました。その他、ホームページの改善、シェアの活動紹介ビデオ作成、カンボ
ジアや東ティモール事業地のオンラインツアー計画、中期計画策定についても活動が継続されています。
カンボジア、東ティモールの事業も、コロナ流行の影響はほとんどなく、正常の状態に戻りつつあり
ます。カンボジアは、2023年 4月より JICAの草の根事業、東ティモールは外務省のNGO連携無償、
在日外国人支援事業は赤い羽根からの支援を受けて実施しております。
昨年度の事業予算は、カンボジアの事業を自己資金で実施することの影響が大きく、赤字予算での開
始となりましたが、大型寄付金やクラウドファンディング等努力の結果、黒字とならないものの最低限
の赤字の決算となりました。皆さんのご支援のおかげです。
今年の 9月 3日には、40周年の記念講演会も実施予定であり、中期計画の中で、今後の新しい方向
性を見出そうとしています。
今後も、当会へのご支援をよろしくお願いします。

シェア代表理事
仲佐 保
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カンボジア 東ティモール 日本

出生時平均余命（2020） 70 歳 70 歳 85 歳
5歳未満児死亡率（出生1000人当たり）（2019） 27 人 44 人 2  人
5歳未満児に見られる発育阻害（2011-2016）

都市 24  ％
農村 34 ％

都市 39 ％
農村 55 ％

-

妊産婦死亡率（出生10万人当たり）（2017） 160 人 142 人 5 人

シェアが目指していること

シェアが取り組んでいること

Health for ALL
シェアは、すべての人々が心身共に健康に暮らせる社会が実現することを目指しています。

シェアは、厳しい境遇にある住民が自ら健康を改善することを、側面から支援します。
また、シェアは、貧富の差や不公正を解消するために私たちに何ができるかを

日本社会に問いかけていきます。

緊急医療救援
突発的な自然災害・紛争などの犠牲となった
難民・被災民に対して、医療支援を行っています。

カンボジア P6

東ティモール P8

エチオピエア飢餓被災民への緊急
医療救援（1985）

ルワンダ難民キャンプ
緊急医療協力（1994）

フィリピン・ピナトゥボ
火山噴火被災者支援（1991）

東日本大震災被災者支援（2011～ 2014）
新潟県中越地震被災者支援（2004）
阪神淡路大震災被災者支援（1995）

スマトラ沖地震
被災者支援（2005）

出典：世界子供白書 2021 （UNICEF）

日本　在日外国人 P10

南アフリカ
エイズプロジェクト（2005～ 2011）

過去活動地

タイ
地域保健・エイズプロジェクト（1990～ 2015）

現在活動地
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2022年の活動ハイライト

カンボジア

東ティモール

日本
在日外国人

事務局

1月 2月 3月 4月 5月

2022年の活動の一部をご紹介します。

●女性子ども委員会
会議で子どもの健
康増進活動の進捗
や、各コミューンの
情報収集（通年）

●低体重児の家庭訪
問

●州保健局向けエンド
ライン調査結果共
有ワークショップの
実施

●各郡の保健フォー
ラムへ出席

●乳幼児健診、離乳
食教室の実施（通
年）

● 国立保健研究所に
よる予防接種フォ
ローアップ研修実施

●女性普及員との勉
強会を開催（妊娠
期の栄養）

●ネパール語母親学
級をオンラインで実
施（妊婦 4名参加）

●杉並区で使用する
ネパール語を中心
とする様々な多言
語資料が完成

●3月に完成した「医
療通訳者に役立つ
用語集～母子保健～
（ネパール語）」の周
知を実施

● Hot Generation
ミュージカル共催

●インターン報告会 ●会員総会
●インターン終了式

●東ティモールフェ
スタ参加

●積水ハウス助成金
の授与式

●協力隊エイズ研修（オ
ンライン）

●移動診療を行うため
の「保健の船」を保
健省に正式に譲渡

● 船舶維持管理会議
で維持管理予算や
船頭雇用について
協議

●スタッフが執筆協力
した地域・在宅看護
（中央法規出版）」
が発行

●女性普及員と勉強
会・妊婦訪問をオ
ンラインで実施
●報告会「外国人母
子を支える現場か
ら～医療通訳活用
促進を始めて見えて
きたこと～」を開催
（141名参加）

● 前事業の最終調査
結果を国立保健研
究所に報告

●「母子保健サービス
活性化事業」開始
（3月15日）

● アタウロ保健セン
ター、漁業省職員
と船舶維持管理
研修を実施

● 「住民参加による
プライマリヘルス
ケア強化事業」完了
（5月31日）
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
●子どもの健康増進
活動のコーディネー
ション引継ぎ会議へ
向けた準備

●他団体の調査に関
するデータ収集へ
協力

●新事業活動地域の
女性子ども委員と
面会、活動地域の
情報収集

●他団体による活動
地見学の受け入れ

●年間レビュー次年
度計画の実施

●新事業のベースライ
ン調査票の作成
●内部研修、スタッフ
リトリートの実施

●保健センター管理
委員会会議への出席
（通年）

●子どもの健康増進
活動のコーディネー
ション引継ぎ会議の
実施

●ボランティア会議
の実施

●ボランティア向け
栄養補完食研修
の実施

●地域保健専門家と
保健ボランティア研
修の計画づくり、研
修の実践

●日本人専門家と現
地医療者のKAP
調査計画づくり、
保健センター委員
会と協議

● 女 性 普及員とネ
パール人産婦訪問
を実施

● ネパール語母親学
級をオンラインで実
施（妊婦 6名参加）

● 外国人母子支援に
役立つウェブサイト
を開設

●クラウドファンディン
グ開始日に母子保
健場面での「医療
通訳活用促進」につ
いて報告会を実施

●女性普及員とネパー
ル人妊婦訪問を実
施

●連続勉強会「在日外
国人をめぐる国内
課題」第１回開催

●杉並協働提案事業
の最終報告会で
発表

● JP-MIRAI（責任
ある外国人労働
者受入れプラット
フォーム）八尋登
壇

●在日タイ王国大使
館より「タイ人支援
の功績」を表彰

●シェア中期計画キッ
クオフ

●海外駐在員対面イ
ベント

●天の川募金開始

●国立保健研究所と
「清潔で安全な分
娩」研修実施（医
師 4 名、助産師 7
名）

● アウトリーチ活動
のための車両を保
健センターへ供与、
車両維持管理研修
を実施

● 母親の母子保健に
関する知識・施設
利用についてベース
ライン調査を実施

●外国人母子支援に
おけるニーズ調査
の報告書が完成

●４区情報交換会を
実施（7施設 11名
参加）

●女性普及員と活動
計画ミーティングを
オンラインで実施

●45日間にわたるク
ラウドファンディン
グが終了

●協力隊エイズ研修
（オンライン）
●シェアカフェ「う
さぎのみみ＃1」
開催

●グローバルフェス
タ2022 出展

●スタッフ向け実務
者研修

●冬の募金開始
●シェアカフェ「うさぎ
のみみ＃2」開催

●連続勉強会「在日外
国人をめぐる国内
課題」第 2回開催

●シェアカフェ「うさぎ
のみみ＃３」開催

●社会貢献者表彰受
賞

●ボランティア感謝
デー開催

●外国人母子支援に
おけるニーズ調査
報告会を実施（14
施設 22名参加）

●小中学校の教員に
COVID-19を含む
感染症の保健教育
実践のための研修
実施

●メティナロ保健セン
ターで医療者同士
の医療勉強会第１
回を開催

●杉並区ネパール人
支援関係機関の連
携会議に参加

●4区情報交換会を
実施（7施設 12名
参加）

●全国医療通訳者協
会で母子保健通訳
について発表
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カンボジア

活動の背景・課題

自治体が主体となった子どもの健康増進活動の推進を目指して

プロジェクト概要

プレアビヒアーコミュニティにおける子どもの栄養改善
活動目的

コミューン（集合村）が主体となった5歳未児の子どもの健康増進活動（包
括的乳幼児健康診断、保健教育、離乳食教室等）が推進される。

活動地

プレアビヒア州トゥバエンミエンチェイ郡保健行政区の 4ヶ所の保健セン
ター管轄区（39村）

対象者

5歳未満の乳幼児（約 5,032名）とその養育者、妊産婦（約 890 名）

活動概要図

ラオスタイ

プレアビヒア州

プノンペン
ベトナム

カンボジア
首　都：プノンペン
活動地：プレアビヒア州

Camb od ia

プレアビヒア州は、カンボジア国内でも特に子どもの栄養指標が低く、約
26％の子どもたちが慢性的な栄養不良の状態にあります。脳や臓器が形成さ
れていく「最初の 1000 日 1）」にしっかりと栄養をとることはもちろん、新
型コロナウイルスの蔓延を経て、免疫力を高めて病気を予防することの大切
さや、病気になった時にお母さんたちが正しいケアをすることができること
の必要性がさらに増してきました。カンボジアにおいて地方分権化が進んで
いることから、自治体組織である女性子ども委員会を巻き込み、自治体予算
を活用しながら、現地の自立性と持続性を尊重して活動を進めています。

1）最初の 1000日：胎児期から２歳の誕生日を迎えるまでの期間

コミュニティでコミュニティで
子どもの健康を守る子どもの健康を守る
土台作りに向けて土台作りに向けて

コミュニティで
子どもの健康を守る
土台作りに向けて
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　気が付けばシェアで勤務をし、20年以上が経過しました。これまでに携わったどの事業も
シェアだけのものではなく、カウンターパートと共に取り組み、いずれはカウンターパートだ
けで実施されていくものだということをいつも心に留めながら取り組んできました。今は、シェ
アの新しいスタッフに対してシェアが大切にしていることや、これまで私が培ってきた知識な
どを伝えていっています。他人に教え、理解を促すことは簡単なことではありませんが、日々
挑戦しています。

挑戦　20年の歩みを次の世代へ

活動報告

自治体主導の子どもの健康増進活動を後押しする
2022年度は、自治体である女性子ども委員会を主体として乳幼児健診や
離乳食教室を実施できるように働きかけを行いました。これまでシェアが主
に中心的な役割を担っていた、乳幼児健診や離乳食教室を実施するにあたっ
ての日程調整や開催場所の調整などを、女性子ども委員会が中心となって、
保健センタースタッフや保健ボランティアと協力して働きかけを促していくた
めの「ハンドオーバー会議」を行いました。また、対象者を「最初の1000日」
に着目した2歳児未満の子どもから、現地の自治体や保健センターが主体と
なって今後の活動を行っていくことも考慮し、5歳未満の子供に引き上げて活動を行いました。

乳幼児健診での体重測定

活動計画

JICA草の根パートナー「コミュニティにおける子どもの栄養改善プロジェクト」始動！
2022年 4月より、プレアビヒア州において第2期となる JICA 草の根パートナー事業においては、シェアがこ
れまで実施してきた母子保健・栄養改善のプロジェクトの経験を活かして、5年間をかけて4郡へ活動を拡大する
予定です。事業は、大きく以下の3つを柱にして進めていきます。①自治体が主体となり、予算作成も含めた子ども
の健康増進活動の計画・運営・実施能力を強化する②妊産婦・養育者が適切な子どもの栄養行動が取れるように
なるために、子どもの健康増進活動を推進する③重度の低体重の治療・改善によりコミットした活動の展開。そこ
に向けて、いよいよキックオフ会議とベースライン調査がスタートしていきます。

女性子ども委員会を主体とした活動を推進していくにあたって、医療従事
者でもある保健センターのスタッフと調整を働き掛けていくことへの心理的な
ハードルはありつつも、各女性子ども委員会が配属されている8コミューン（集
合村）のうち1つのコミューンで実際に乳幼児健診の総合的なコーディネート
ができるようになりました。また、2022年度も離乳食教室の実施費用は全
村獲得でき、まだごく一部ですが、保健ボランティアの交通費なども自治体
の予算でカバーしていく例も確認されました。その他、前事業で特にお母さ
んたちの知識不足が顕著だった「病気の時の子どものケア」に関する保健教
材の見直しや、重度の低体重児の栄養補助食品に関する研修についても、州保健局と協議して実施することができ
ました。

今年実施した「ハンドオーバー会議」の様子

成果

一歩一歩、小さくても着実に前進していく

シェアプログラムマネー
ジャー　ソク・フン
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東ティモール
Timor-Leste

活動の背景・課題

母子保健サービス活性化事業（首都ディリ県メティナロ、アタウロ特別県）
活動目的

住民の母子保健に関する理解を深めるとともに、母
子保健を中心とする保健医療サービスが改善される

活動地

ディリ県メティナロ郡（全３村）、アタウロ特別県（全
５村）

対象者

住民　約18,000名（妊産婦620名、保健ボランティ
ア50名、保健医療従事者60名、小中学校教員35名、
自治体関係者40名を含む）

活動概要図

遠ざかる母子保健サービス～妊娠や出産時のアクセス課題
東ティモールは独立から 20年が過ぎ、保健医療施設や医療従事者の数も増
えてきましたが、基礎的なサービスに辿り着かない住民もまだ多く暮らして
います。特に農村部や僻地では、医療施設までが遠いだけでなく、住民の保
健情報への理解不足や不安定な保健医療サービスの提供体制が、サービス利
用の障壁となっています。その結果、アタウロとメティナロでは半数の母子
が未だ健康診断や施設分娩を利用できていません。コロナ禍で保健行政が多
忙となり、保健医療サービス提供が停滞したことも拍車をかけました。2019
年に開始したプライマリヘルスケア強化事業で一般外来や子どもの予防接種
へのアクセスは一定の改善を見せました。2022 年からは妊娠や出産を取り
巻く母子保健サービスの課題への取り組みを開始しました。

プロジェクト概要

東ティモール
首　都：ディリ
活動地：ディリ県

ディリ県

ディリ

アタウロ島

コロナ禍の影響を取り除きコロナ禍の影響を取り除き
僻地でも住民に僻地でも住民に
母子保健サービスを母子保健サービスを
実現のために実現のために

コロナ禍の影響を取り除き
僻地でも住民に
母子保健サービスを
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プロジェクト完了、子どもの予防接種率が改善
2019 年に開始した「住民参加によるプライマリヘルスケア強化事業」は2022年

5月に完了しました。ヘルスポスト建設や船舶供与のハード支援も、維持管理の仕組
みづくりや医療従事者の予防接種技術の質向上と組み合わせ、プライマリヘルスケア
のアプローチを大切にするシェアらしい形で終結しました。特に離島アタウロに供与
した「保健の船」は、維持管理予算の確保や保健省による船頭の雇用が課題でしたが、
維持管理会議を通じてそれらが達成され、2022年 4月に正式に保健省に引き渡し
をしました。また研修に参加した保健ボランティアが実施した子どもの予防接種や栄
養に関する保健教育は、計 96回、のべ1500 名以上の住民に提供され、事業終了時に行った調査では乳児の
受ける予防接種のうちBCGは75％（2019年）から97％（2021年）に、ポリオは65％（2019年）から86％（2021
年）に接種率が改善しました。

活動報告・成果（プライマリヘルスケア強化事業）

式典で保健省へ「保健の船」を正式に
引き渡し

地域・医療者・管理システムが一体となって取り組む母子保健サービスの改善
2022年 3月「母子保健サービス活性化事業（通称HAKBESIK）」を開始しました。
地域住民の理解の促進、保健医療従事者の知識・技術向上、保健行政による管理
能力強化の３つの分野に取り組み母子保健サービスを活性化させる活動を進めていま
す。保健教育実践のための研修には小中学校教員35名が参加しました。研修では、
現場で使える実践ガイドラインと教材を作成し、児童・生徒が楽しく学べる参加型の
保健教育の内容にしました。メティナロ小学校２校、アタウロ小学校２校では給水工
事を行い、手洗いやトイレに使う水が確保され、新型コロナを含めた基本的な感染予防を学校で取り組むことで、
家庭にも予防の考え方や行動が広まり、長期的に住民の保健サービスの利用につながることが期待されます。資
格取得後、知識・技術の確認や更新の機会の無かった医師や助産師11名に分娩研修を提供しました。7月に行
われた2週間の研修では感染予防、分娩経過、新生児蘇生などを学び、病院実習で実際に分娩介助をしました。
その後、研修参加者を中心に、保健センターでは初となる勉強会が実施されました。若手医療職者向けで、産科
病棟の感染予防などの情報提供や演習が行われました。各保健センターには母子保健サービスの課題を協議し、
活動をリードする委員会が設置され、サービス改善や医療者の技術改善に動いています。

活動報告・成果（母子保健サービス活性化事業）

分娩研修で新生児蘇生を学ぶ助産師

活動計画

母子保健事業は2年目に！更にリプロダクティブ・ヘルス事業が開始！
［現行事業］保健ボランティア研修と地域での実践を予定しています。分娩研修は2期目、保健センター勉
強会も継続する他、医療器材の供与によりサービス提供の質の向上を目指します。保健センター委員会や保健
局によるモニタリング活動など管理の強化も進めます。［新事業］中高生はリプロダクティブ・ヘルスに関す
る保健情報を得られておらず、若年妊娠や中途退学のリスクに面しています。ディリ県都市部で事業を開始し
ます。

保健センター長の役割は保健省としてのサービスが順調に提供できているか管理することです。
2021年にセンター長の役職につきました。難しいのは、時間通りに勤務しない医療従事者や、保健
医療サービス提供が計画通り行われないことです。保健センターで勤務予定表を作成したり、保健省
が医療従事者の待遇を改善したりしたことで、少しずつ状況は良くなっています。2022年は新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響もあり、サービスの利用率が下がってしまいました。今後、医師、看
護師、助産師の医療チームと集落長や保健ボランティアとが協力して、村々を訪問し、診療活動を届
ける予定です。

挑戦　新米保健センター長の奮闘

メティナロ保健
センター長／医師
ベルナルド・レゴ
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日本
J a p a n

活動の背景・課題

母子保健サービスへのアクセスの格差をなくしたい

プロジェクト概要

外国人母子の保健医療サービスへのアクセス改善プロジェクト
活動目的

外国人母子が安心して保健医療サービスを受けられる

活動地

東京都（杉並区、新宿区、中野区、豊島区中心）
電話相談は全国エリア

対象者

外国人妊産婦、主に３歳以下の子どもを育てる母親、そ
の支援者（主に保健医療福祉従事者）
※ 外国人コミュニティとの活動は主にネパール人母子を対象と
する

活動概要図

今、日本で生まれる子どもたちの約 25人に 1人は、両親のどちらか、あ
るいは両方が外国人です。出身国と日本では保健医療システムや文化等の違
いがある中、言葉の壁の影響もあり、外国人妊産婦は、日本の妊娠・出産・
子育てに関する必要な情報を得ることが難しく、母子保健サービスにアクセ
スできない状況が続いています。このような状況の中、シェアでは、日本人・
外国人問わず、妊産婦が必要な情報を得て、安心して出産・子育てが行える
よう、2016年から外国人母子を対象とした保健活動を始めました。2021年
からは、対象地域（東京都杉並区、新宿区、中野区、豊島区）を中心として母
子保健通訳の積極的活用を進めながら、外国人母子への理解の促進と、区を
越えた連携、支援体制の充実を目指し、活動しています。

地域で支える保健医療従事者地域で支える保健医療従事者
医療通訳者や保健ボランティアと共に医療通訳者や保健ボランティアと共に
妊産婦や母と子の妊産婦や母と子の
健康をまもる健康をまもる

地域で支える保健医療従事者
医療通訳者や保健ボランティアと共に
妊産婦や母と子の
健康をまもる
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活動報告・成果

保健医療従事者や妊産婦の声を聴き、つながりを深め、通訳活用を促進！
1.外国人母子へ納得のいく支援を行うために、母子保健通訳の活用倍増へ
保健所・保健センターや医療機関、療育施設等からの依頼で、年間 99 件の母子保健通訳に対応しました。対
象4区の保健医療従事者等23名と外国人の母親10名を対象に、外国人母子支援
におけるニーズ調査を行い、外国人母子支援時には、言葉の壁などにより納得のいく
支援を行えないことが大きな課題となっていることなどが明らかになりました。対象
4区の保健師等とは連携会議を開き、調査結果の報告や外国人母子支援の課題や取
り組み等の情報交換を行い、外国人母子支援の充実に向けた関係作りに努めました（4
回開催）。その他、シェア主催のオンラインでのネパール人対象母親学級を2回（妊
婦10 名参加）、女性普及員1）とのネパール人妊産婦訪問を4回（オンライン2回、
対面2回）、女性普及員を対象とした勉強会を2回行いました。また、18か国、44ケースの様々な保健医療の
相談に合計78回対応しました。
2. 外国人母子の抱える課題や、母子保健通訳活用等の取り組みを、多くの方へ情報発信
外国人母子支援におけるニーズ調査（上記１参照）の結果を踏まえ、保健医療従事者等が外国人母子支援時に

役立つ情報を載せたウェブサイトを作成しました。また、母子保健通訳を活用している保健師・助産師と通訳者
をパネリストとして招き、母子保健通訳事業に関する活動報告会を2回開催し、合計 249名の参加者へ外国人
母子支援の現場の声を届けました。その他、講義・講演、取材協力、看護系教科書の執筆協力、クラウドファン
ディングやSNS発信等により、在日外国人の抱える課題や活動に関する情報発信、移住連 2）医療と生活ネットワー
ク月例会や省庁交渉への参加、大使館との意見交換会等も行いました。
3. コロナ禍で顕在化した課題、外国人への情報提供と診療・検査へのアクセス改善に取り組む
新型コロナウイルス感染症流行下における緊急支援として、昨年に続き、みんなの外国人ネットワーク3）として、

ベトナム人コミュニティへの影響調査、「日本で働くベトナム人のための健康ハンドブック」の作成、関西や九州で
外国人の保健医療サービスへのアクセスに関する地域連携セミナーの実施等を行いました。また、新型コロナウ
イルス感染症に係る宿泊療養事業への協力として、医師を52回派遣しました。

活動計画

組織の基盤強化にも取り組み、持続可能な母子保健通訳体制作りを目指す
赤い羽根福祉基金の助成事業も３年目となり、母子保健通訳の活用促進を更に加速させるとともに、組織とし
ても、医療通訳を必要な時に持続的に活用できる体制・システム作りに向け、増加する通訳ニーズに対応できるよ
う基盤強化に取り組みます。自治体等との連携も深め、持続可能な母子保健通訳体制作りに向け一緒に活動を進
めていきます。在日外国人の抱える課題や活動の情報発信、女性普及員との活動も引き続き行っていきます。　

1） 外国人コミュニティにおける母子保健サービスの情報提供を目的としたネパール人女性保健ボランティア（Female Health Promoter）
2） 特定非営利活動法人 移住者と連帯する全国ネットワーク
3） みんなの外国人ネットワーク（MINNA）：シェアに加え、「みんなのSDGs」外国人との共生タスクフォース、国立国際医療研究センター国際医療協力局、アジア
経済研究所が参加

通訳は、機械のようにただ単語を置き換えるのではなく、その場の状況やお互いの文化、気
持ちや理解力などを考えながら、双方にわかりやすく伝える必要があると思っています。母子の
通訳に関わる中で、保健師等と外国人家族の間にある見えない薄い壁が、通訳が入ることで一
気に崩れ、これまで聞けなかったことや言えなかったことを伝え、お互いの関係が深まっていく
のを見ると、役に立ててよかったと感じます。また、様々な状況で懸命に子育てをしている家族
との出会いにより、私自身も励まされ、パワーをもらっています。通訳を通して、人と人、文化
と文化をつなぐ架け橋になれればいいなと思っています。

想い　外国人家族と保健医療従事者等が良好な関係を築けるように

シェア医療通訳者
シュレスト バンダナさん

ネパール人対象母親学級にて説明中
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東ティモールフェスタ

専門性を活かして伝える

●講師派遣、人材育成研修
［講師派遣］
〇小・中・高校・専門学校・大学・大学院の授業の講師、企業、その他団体からのセミナー、ワークショップの講
師として職員及び役員を派遣しました。（全 32回）

［人材育成研修］
〇  JICA 青年海外協力隊 課題別派遣前訓練（エイズ対策）（オンライン 2回）
●イベント
［シェア主催イベント］
〇活動報告会、トークイベント　対面 1回、オンライン 4回（全 5回）
［イベント参加］
〇ホットジェネレーションミュージカル（1月）東ティモールフェスタ（5月）、　
グローバルフェスタ（10月）など
●情報発信
シェアの公式HP上でシェア 40周年記念事業ページを公開、SNSからも配
信しました。なお、公式ウェブサイトのリニュアルのためプロボノチームとの
協力を通して、支援者への効果的な情報発信・支援者拡大に向けて作業を進行
中です。ブログ配信は、配信ツールを note へ変更したことで見やすいレイアウ
トになり、現場の活動が分かりやすく伝わるようになりました。SNS配信に関
しては、Facebook、Twitter、Instagramからメインの情報配信を行いました。メールマガジンは引き続きトレ
ンドのキーワードを取り入れて読者の関心を促す配信を行いました。発行誌に関しては、機関誌「ボン・パルター
ジュ」を 2回と年次報告書発行を行いました。

普及啓発／市民活動／広報

ピックアップ書籍

●医者のいないところで2015年版
-Where There Is No Doctor

世界ではいまも、多くの子どもや母親
たちが、マラリア、エイズ、下痢、栄養失調、
妊娠・出産の合併症など、予防可能な病
気のために、いのちを落としています。
こうした病気を医者のいないような地

域でも可能な限り予防し、治すための手
引き書としてデビッド・ワーナー（David 
Werner）氏 が 著 し た の が「Where 
There Is No Doctor」（1968） で す。
80以上の言葉に訳され、何百万人という
途上国で働く保健ボランティア、助産師、

看護師ら、そして住民自身に圧倒的信頼と支持を得ています。

価格（税込）： 2,200 円　　購入はこちらから

●医療通訳に役立つ用語集
～母子保健～（ネパール語）

妊娠や出産、育児の場面で使われる言
葉には、日本語にはあって、ネパール語に
はない、日本独特の表現や言葉がたくさん
あります。ネパール語に訳す際には、日本
語または英語の音訳をしてから、ネパール
語でその意味を説明する場面もあります。
これまで、通訳や翻訳場面では、同じ

用語でも、訳す人によっていろいろな表現
が使われてきました。今回、私たちは “ 統
一するとよい用語 ”を集めて、これまでの
経験を通して得られた “ 伝わりやすい表

現 ”に翻訳した用語集を作成しました。

価格（税込）： 500 円　　購入はこちらから
企画・編集：山本裕子
発行： 特定非営利活動法人シェア＝国際保健協力  

市民の会（2022年 3月）。

グローバルフェスタ
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【シェア代表 仲佐保 大山健康財団賞受賞】
大山健康財団の令和 4
年度（2022 年）受賞者
の贈呈式が 2023 年 3月
14日行われ、シェアの代
表理事仲佐保が財団賞を
受賞しました。

大山健康財団は、「予防医学的研究および健康増進
に関する事業を援助推進して人類の健康と社会の福祉
に寄与すること」を目的とし、大山梅雄氏（1910 ～
1990年）の寄附により1974年8月に設立されました。
（同財団のHPより）
本賞は、発展途上国において、特に感染症対策に尽
力した医療関係者を対象としています。
当日はシェアの代表理事仲佐保の記念講演があり、
途上国で価値のある活動を継続的に続けて来た仲佐の
40年間の歩みを会場の皆様と分かち合う時間を持ちま
した。
今日、あらゆる形でシェアの活動を支援・応援して
下さる皆様に感謝を伝えます。

●ボランティア
［火曜（通う）ボランティアデー］

長引くコロナの影響でしばらく休止にしていた火曜（通う）ボランティアデー
でしたが、2022 年 4月ごろから、事務所が密にならないよう人数制限をしつ
つも、ようやく毎週開催できるようになりました！まだ以前のようにランチタ
イムはできませんが、ボランティア活動の終わりには、みんなでお菓子をつま
みながらホッと一息、お茶タイムも楽しめています。
定期的なボランティアデーの再開により、事務所の細々した作業があっとい
う間に片付き、本当に助かっています。特に、ご寄付をいただいた切手やハガ
キなどの仕分けや、報告書やチラシなどの発送といった、とにかく手間と時間
がかかる作業に関しては、ボランティアさんの力がなければ到底終わらせることはできません。様々な形でシェ
アをご支援くださるみなさまと、カンボジア・東ティモール・日本での活動をつなげてくださる存在が、シェア
のボランティアさんです。楽しく活動に参加してくださるみなさまに、2022年も感謝の気持ちでいっぱいです。

［イベントボランティア］
火曜ボランティアは再開できましたが、会場などで皆さんと直接お会いできるイベントボランティアについて
は、2021 年に引き続き、開催する機会がありませんでした。徐々に対面のイベントも増えてきましたので、ま
たお会いできるのを楽しみにしております。

［企業ボランティア］
ジョンソン・エンド・ジョンソン様より 2名の方が、また株式会社三菱UFJ
フィナンシャルグループ様より 1名の方が火曜ボランティアにご参加くださり、
季節募金のチラシなどの発送作業に取り組んでくださいました。スタッフとの
世間話を楽しみつつ、サクサクと作業を進めてくださった企業ボランティアの
みなさま、ありがとうございました！また「集めて送るボランティア」に賛同し、
職場で使用済み切手や書き損じハガキを収集して送ってくださったたくさんの
企業のみなさまに、スタッフ一同心から感謝申し上げます。

＜支援者のみなさまに感謝！＞価値のある活動を、これからも続けます。

ボランティア感謝デー

企業からボランティアに参加

【第58回 社会貢献者表彰受賞】
2022 年 12 月 5 日、 公益
社会法人社会貢献支援財団に
よる第 58 回社会貢献者表彰
式が行われ、シェアも社会貢
献者として受賞することになり
ました。

同表彰は、広く社会の各分野において、社会の人々の安
寧と幸福のために尽くされ、顕著な功績をあげながら報わ
れる機会の少なかった方々を対象として、年2回受賞者が
発表されます。（※同財団のHPより）
表彰式には29の団体及び個人が表彰され、今回表彰さ
れた全ての団体及び個人の皆さまが素晴らしい活動をされて
いました。
2023 年８月シェアは創設40周年を迎えます。その間、
人々が健康に暮らせる社会を作ることを目指し、地道な活動
を積み重ねてきておりますが、今回の受賞はこれまでのそう
した地道な活動を評価されたものと思います。
私たちは今回の受賞を、これまで支援してきていただい
た全ての会員・支援者の皆さまと共に祝いたいと思います。

シェア 広報担当 金 珉淑

社会貢献者受賞式 大山健康財団賞授賞式
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クラウドファンディングへの挑戦
～広がっていくつながりを大切にして、
　母子保健通訳が活用できる体制づくりを目指す～

在日外国人支援事業担当　山本 裕子

●400名を超えるご支援でネクストゴールまで達成！
2022年 8月27日、トークイベント開催と共に開始したクラウドファンディ
ング『【医療通訳の活用促進】外国人母子が保健サービスを利用しやすい社会へ
（Readyforで実施）』の挑戦は、10月10日に終了しました。当初目標としていた
400万円を9月28日に超え、最終的に404 名の方々のご支援で5,515,000円
まで達成することができました。加えて、クラウドファンディングサイト経由ではな
く、シェアへ直接ご寄付を寄せてくださった方 、々情報拡散に多大なご協力をくださっ
た方々もいらっしゃいました。ご支援・応援くださったすべての皆様に、シェアスタッフ・理事一同心より感謝申し上
げます。

●活動の進捗状況
現在、クラウドファンディングの資金を活用して活動を進めています。12月末時点での活動の進捗状況についてご

報告します。母子保健通訳活用促進のためにも重要な、母子保健通訳以外の相談対応を充実させるため、『外国人
母子支援についての相談窓口』を11月1日に開始した新ウェブサイト公開に合わせて開設しました（QR
コード）。この新ウェブサイトは、外国人母子支援に役立つ情報を、主に保健医療従事者向けに発信す
ることを目的として、母子保健通訳相談窓口や外国人支援団体情報、多言語資料情報、イベント情報
などを掲載しています。

また、11月に、女性普及員（Female health promoter：ネパール人保健ボラ
ンティア）と共に、生後10か月の子どもを育てるネパール人産婦宅を訪問し、情
報提供や相談対応を行うことができました。この日は、たまたまベテランの自治体
保健師にも同伴していただいていたため、産婦が聞きたかったいろいろな疑問や
相談に乗ってもらうことができました。その他、在庫が不足していた『陣痛が来た
時、破水した時、妊婦自ら病院へ連絡し行くための連絡カード（ネパール語、英語、
ベトナム語 )』）を各500 部増刷しました。

●クラウドファンディングをきっかけに広がったつながりを大切に
クラウドファンディングへのチャレンジをきっかけに、新たな人 と々のつながりが増え、さらに活動を広める機会

を増やすことができました。例えば、母子保健通訳活用促進の活動を中心とするシェアの外国人母子支援活動に
ついて、講演会や学会等で話して欲しいという依頼が3件、メディアからの取材の問い合わせが1件寄せられ協力
しました（12月末時点）。これらの講演会等を通じて、全く普段接することのできない分野の専門家の方 と々もさら
につながることができ、様々なアドバイスを頂く機会にもなりました。徐々に広がっていくつながりを大切にして、応
援してくださる皆様と共に、母子保健通訳の体制づくりをさらに進めていきたいと思っています。

女性普及員の活動

クラウドファンディング：【医療通訳の活用
促進】外国人母子が保健サービスを利用し
やすい社会へ

MH事業QR
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●「アタウロ島の海は今日も穏やかに」 広報　金 珉淑
静かな海の日の出。漁師のいない小舟がゆらゆらのんびりしているようにも、寂し
そうにも見えるアタウロ島の一日の始まりの風景です。一見、南のリゾートのように
見えるこの風景が、東ティモールの人々の暮らしを静かに語っています。
2022年11月、私はシェアの広報担当として、東ティモール出張に行く事が出来
ました。日本からの直行便がなく、シンガポール経由の乗り継ぎで丸一日がかかる
長い移動時間でしたが、シェアスタッフとしてはコロナ以後3年ぶりの海外出張で、
出発の日からわくわくしていました。出張期間中には、地域保健専門家によるスタッ
フ研修、保健教材作り、手洗い場を設置した小学校でのセレモニー、村のヘルスポスト訪問やキーパーソン会議など、
東京事務所では体験できない大切な体験が出来ました。
いつもは現地から送られて来る写真や現地スタッフから感じた活動を発信する立場でしたが、今回の出張では自分
の足で行った村のヘルスポストや自分の目で見た村人の表情、自分の耳で直接に聞いた現地スタッフとのお昼の時間
での笑い声は、毎週発信しているブログ記事の中に飛び込んでいるような感覚でした。日本に戻って半年が経った今、
この写真を見ると静かな朝の小舟が「今日も穏やかに」とゆらゆらしながら言っているようです。

●「対面のイベントで感じる熱量」 事務局次長　西山 美希
この写真は、2022年 6月19日に浅草で開催したカンボジア、東ティモールの現
地事務所代表のトークイベントにおいて、私が司会をしている様子です。これを選ん
だ理由は、久しぶりの対面イベントで会えるという喜びを感じている場面だからです。
新型コロナの感染が落ち着いてきた頃に、約2年ぶりに対面でのイベントを行うこ
とが出来ました。一つの会場に集まって空間を共有するということ。これが今まで当
たり前だったのですが、とても新鮮に感じました。対面のイベントはどうやってやる
の？と忘れてしまうほどで、当日は念入りに台本を作成して何度もリハーサルをしま 
した。
オンラインイベントは遠方の方も参加することが出来るというメリットがあります。コロナ禍で、今まで参加が難しかっ
た方も、オンライン上で初めてお会いすることが出来るようになりました。一方、対面の良さは、オンラインでは見え
づらい来場者のお一人ずつの表情や、会場の熱量というのを感じられることだと思います。また来場者の方たちと休憩
時間に1対1でお話しするということが、本当に楽しいと気づかせていただいた機会となりました。

●「隠れた魅力を発見」 支援者サービス　末永 明日香
私が選ぶ「今年の一枚」は、オンラインイベント「SHAREカフェ　うさぎのみみ」
の一枚です。いつもシェアを支えてくださる支援者のみなさまから、声を聞かせてほ
しいと思い企画しました。
実際にこのイベントを実施して驚いたのは、私自身が、一緒に働くシェアスタッフ
の隠れた魅力をたくさん発見できたことです。その魅力とは、あっけらかんとした底
抜けの明るさや、駐在する国に関する知識や経験の深さ。人を惹きつける話のうまさ、
前向きなアイデアをたくさん出してくれるところ、トラブルシューティング時の冷静な
対応力…などなど、例を挙げれば数えきれません。
毎回イベントの企画の際には、どうすれば参加者に楽しんでもらえるか、たくさん話して満足してもらえるか…と悩み
すぎて気が重くなるのですが、このように様々な魅力をもったシェアのスタッフに助けられながら、実施できています。
魅力あふれるスタッフとじっくり話ができる「SHAREカフェ　うさぎのみみ」は、2023年も引き続き開催します。メー
ルマガジンなどでお知らせをしますので、あなたも一度ご参加ください！シェアの「人」を通じて、シェアのことをもっ
と好きになっていただければ嬉しいです！

現地代表２名の対面トークイベント（左：西
山、右：カンボジア現地代表モーガンとボ
ランティア）

うさぎのみみ

私が選ぶ今年の1枚
シェアで働くスタッフが、1年のなかでキラリと光った瞬間を写真とともにご紹介します～

アタウロ島の朝
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支えてくださり、ありがとうございます。

シェアの支援者・パートナー

10 万円以上の補助金、助成金、寄付金等活動資金をご提供いただいた団体・
企業・組織（2022年1月1日から2022年12月31日までの入金に基づく）

●カンボジア
（独法）国際協力機構
自治労神奈川県本部
生活協同組合パルシステム東京
日本労働組合総連合会「連合・愛のカンパ」
ビッグローブ株式会社
株式会社フェリシモ　フェリシモ基金
（公財）毎日新聞社東京社会事業団
ＵＡゼンセン

●東ティモール
（特活）WE21ジャパンみやまえ
外務省
（公財）ベルマーク教育助成財団
（公財）毎日新聞社東京社会事業団

●在日外国人支援
（特活）WE21ジャパン厚木
（社福）中央共同募金会
立正佼成会一食平和基金
東京都新宿区
東京都杉並区（協働提案事業）
東京都福祉保健局
みんなの外国人支援ネットワーク
在東京タイ王国大使館

●普及啓発
（公社）青年海外協力協会（JICAエイズ研修）

●無指定
株式会社アイオイ・システム
（医）いこいの森
カトリックケベック外国宣教会
（公財）社会貢献支援財団
ジャパンシッピングサービス株式会社
（医）心信会　池田バスキュラーアクセス・透析・内科
（医）すくすく会　木村小児科 
（医社）スマイル　スマイルこどもクリニック東戸塚院 
積水ハウス株式会社／積水ハウスマッチングプログラムの会
富士フイルムシステムサービス株式会社　ボランティア基金
（特活）訪問看護ステーション　コスモス
株式会社　横尾嘉信事務所 
株式会社六花亭　六花亭共済会
                                                                    以上
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スタッフ、役員、
顧問および専門委員リスト

（1）海外駐在員
◎カンボジア：清モーガン三恵子（現地代表）、溝口紗季子（現地代表補佐）
◎東ティモール： 東ティモール：巣内秀太郎（現地代表）、深堀夢衣（ヘルスコーディネーター）

（2）東京事務局職員
・   八尋英昭（事務局長）、西山美希（東ティモール・普及啓発・法人連携担当）、山本裕子（在日外国人支援担当）、  
松尾沙織（在日外国人支援担当）、金 珉淑（広報担当）、末永明日香（支援者サービス担当）、    
佐久間晶子（カンボジア担当）、瀬戸聖子（経理総務担当）、冨澤真紀（東ティモール担当、10月入職）、   
吉田美穂（在日外国人支援、６月退職）、室尾加代（支援者サービス担当、11月退職）、山本貴子（在日外国人支援担当）、
坂下有起（物販・法人連携担当） 

・インターン（第19期）： 田中茜里、山崎佳子、カジュ

・インターン（第20期）： 牧 愛海

（3）役員
◎理事 
・本田徹（代表理事、いいたてクリニック　医師）
・仲佐保（代表理事、わたクリニック　医師）
・沢田貴志（副代表理事、港町診療所　医師）
・磯田厚子（女子栄養大学　教授）
・宇井志緒利（大学非常勤講師）
・鈴木直喜（清泉女子大学　教授）
・仁科晴弘（江東病院　医師）
・松山章子（津田塾大学 教授）
・本橋栄（（社福）至誠学舎立川　社会福祉士）
・山口誠史（法政大学非常勤講師）　
・湯浅資之（順天堂大学 教授）
・横田雅史（NPO法人HANDS　代表理事）
・李節子（長崎県立大学　教授、助産師・保健師）

◎監事
・高塚直子（公認会計士・税理士）
・蓮尾慶冶（元日本民際交流センター事務局長）

（4）顧問
・石川信克（結核予防会結核研究所名誉所長）
・鎌田實（諏訪中央病院名誉院長）

（5）専門委員
・ 工藤芙美子（保健、カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、松井三明（カンボジア）、    
佐藤真美（カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、島田恭子（カンボジア、東ティモール）、    
川口みどり（東ティモール）、豊川智之（東ティモール）、中久木康一（在日外国人支援）、廣野富美子（在日外国人支援）

（2022年12月31日現在）
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会計報告
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“いのち”を守る人を育てる、マンスリー募金

Health for All！

シェアのプロジェクトは、支援者一人ひとりに支えられています。
いのちのリレー募金へのご参加をお願いいたします。

2,000 円以上のご寄付は
寄付金控除の対象となります。
シェアは認定NPO法人です

① HPからクレジットカード決済
右記URLよりお手続きください。https://share.or.jp/share/donate/relay/

② 申込用紙を取り寄せて郵送
シェア東京事務局までご連絡ください。申込書をお送りします。
申込書はHPからダウンロードすることもできます。

▶ ご参加方法

3,000 円／1か月、1年間支援で例えば

栄養教育を行う郡保健局栄養担当官

子どもたちの健康を
守る離乳食教室を
12回実施する事が
できます。

世界を変える、まずはできる事から！

＊カンボジア事業

5,000 円／1か月、1年間支援で例えば

予防接種を受ける母子

予防接種サービスの
技術向上のため、保
健局スタッフ１2名が
３日間の研修に参加
できます。

病気になる前に、予防をしたい

＊東ティモール事業

1,000 円／1か月、1年間支援で例えば

医療通訳ワークショップ

あなたの寄付で、誰かが医療にアクセスできる

＊在日外国人支援事業

例えば5,000 円／1か月、1年間支援で

乳幼児健診の様子

カンボジアの一つの
村で、子どもの健診
活動を1年間サポート
することができます。

村の健診活動を1年間サポート

＊カンボジア事業

在日外国人に、研修を受
けた医療通訳を1回派
遣し、外国人患者が自分
の病気について理解し
た上で治療を受けるこ
とを支援できます。
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発行　（認定）特定非営利活動法人　シェア＝国際保健協力市民の会
〒 110-0015 東京都台東区東上野 1-20-6 丸幸ビル 5F
TEL 03-5807-7581　FAX 03-3837-2151　
https://share.or.jp　E-mail info@share.or.jp
　　share.or.jp　　　　NGO_SHARE　　　　ngoshare

※本書の一部または全文を無断で複写、転載引用することを堅く禁じます。

シェアは皆さまからのご寄付に支えられています
2022 年も、様々な形でシェアをご支援くださいまして、大変ありがとうございました。クラウドファンディ
ングなどを通じて、シェアへ仲間入りしてくださった方も多く、のべ 6522 名（実人数で 2988 名）の方々より
ご支援をいただきました。日本全国のみならず海外にお住まいの方も含め、本当に多くの方にご支援をいただ
いていることを改めて実感し、みなさまに感謝の気持ちでいっぱいです。これからも、「誰ひとり取り残さない」
社会を目指し、海外と日本で活動を続けてまいります。引き続きのご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。

　①郵便振替の場合
口座番号：00100-1-32730
口 座 名：特定非営利活動法人シェア国際保健協力市民の会

②クレジットカード
　下記の URL の「寄付」の欄に金額を入力してください。
　https://share.or.jp/share/donate/donation/#credit

③銀行振込の場合
　三菱 UFJ 銀行　春日町支店　店番号 062
　口座番号：普通預金 0866524
　口  座 名：特定非営利活動法人シェア国際保健協力市民の会  代表理事 仲佐 保

※詳しくは HP「寄付」のページ（https://share.or.jp/share/donate/donation/）をご覧ください。
   シェアは認定 NPO 法人です。皆様から頂くご寄付は「寄付金控除」の対象となります。　

遺贈・相続財産寄付について
ご相談をお受けしております

遺贈とは、遺言によって自身の遺産を特定の個人へ
贈与したり、団体へ寄付することを言います。あな
たの大切なご遺産が、子どもたちのいのちを未来へ
とつなぎます。
パンフレット等も用意しておりますのでお気軽にお
問い合わせください。

https://share.or.jp/share/donate/izou/
E-mail:shiensya@share.or.jp 
Tel:03-5807-7581 （担当：山口・末永）

いらなくなった切手やはがき、テレホンカード、外国紙幣・コインはありませんか？
ぜひシェアまでお送り下さい！！

例えば使用済み切手２kg、またはテレホンカードが６枚※集まれば、
カンボジアでお母さんと子どものために離乳食教室を 1回開催できます。
（※未使用 50 度数テレカの場合）

・ハガキ（未使用・書き損じ）　　　・切　手（未使用・使用済み）
　　使用済み切手は消印のまわりを 1cmほど残して切りとって下さい。

離乳食の作り方を説明している女性
子ども委員（カンボジア事業）

寄付ページへ移動
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――プライマリ・ヘルス・ケアの精神と共に――

アルマ・アタ宣言（※）にてプライマリ・ヘルス・ケアが
定義されてより 40年以上が経ちました。

シェアが大切にしているプライマリ・ヘルス・ケアは、
すべての人にとって健康を基本的な人権として認め、
その達成の過程において、住民の主体的な参加や自己決定権を
保障する理念であり、方法･アプローチでもあります。

すべての人々が基本的な保健医療サービスを受けられるようになること、
そして健康づくりが地域の人々自身の活動になることが、私たちの願いです。

誰ひとり取り残されない社会を目指し、
シェアはこれからも
皆様と共に活動を続けていきます。

※アルマ・アタ宣言
1978年旧ソ連邦カザフ共和国の首都アルマ･アタで開催された
第一回プライマリ・ヘルス・ケアに関する国際会議（WHO、UNICEF 主催）で
採択された宣言文。


